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TECHNICAL REPORT

● このカタログの内容は2020年10月現在のものです。

● 内容の変更については予告無く行なう事がありますので、あらかじめご了承下さい。

2020.10

燃焼技術グループ

Daigasエナジー株式会社　ビジネス開発部　エンジニアリングチーム

〒554-0051　大阪市此花区酉島5-11-61
電話06-6465-2008　FAX06-6202-2190

産業技術グループ

〒541-0046　大阪市中央区平野町4-1-2
電話06-6205-3508　FAX06-6202-2190

カスタマーファシリティ部

工業用ソリューションチーム

〒550-0023　大阪市西区千代崎3-南2-37
電話06-6586-3269　FAX06-6586-3306

問合せ先

大阪産業エネルギー営業部

〒590-0937　堺市堺区住吉橋町2-2-19
電話072-238-2513　FAX072-238-2845

京滋産業エネルギー営業部

〒600-8815　京都府下京区中堂寺粟田町93
電話075-315-8893　FAX075-315-8899

兵庫産業エネルギー営業部

〒650-0044　神戸市中央区東川崎町1-8-2
電話078-360-3060　FAX078-360-3173

広域エネルギー営業部

〒541-0046　大阪市中央区平野町4-1-2
電話06-6205-4164　FAX06-6205-4115

事業所



No. 044c　　p2-3-4

⑴ガス漏れや燃焼不良の原因となり危険ですので、バーナを分解／改造しないで下さい。
⑵バーナ銘板に表示されたガス燃料で使用して下さい。表示と異なるガス燃料で使用した場合、不燃焼、失火等の不具
合が発生します。
⑶バーナ点火中には、点火トランスの高圧コードに触れないで下さい。高電圧があり、感電する恐れがあります。
⑷バーナ制御盤に水や液がかからないように設置して下さい。高電圧があり、感電する恐れがあり、バーナが故障する
などトラブルの原因となります。
⑸バーナの周辺温度が55℃以上にならないように設置して下さい。紫外線光電管等の電子部品の故障等の原因になります。
⑹バーナに重い荷重がかからないように機器廻り配管を支持して下さい。
⑺大きな振動を与えないで下さい。補機トラブルなどの原因となります。
⑻運転中および運転終了後しばらくはバーナの外殻が熱くなっています。やけどの危険がありますので触れないようお
願いします。
⑼炉温が高いままブロア類を停止すると、熱による悪影響でバーナが故障するなどトラブルの原因となります。以下の
条件を守って正しくお使い下さい。
　⒜バーナ消火後は確実にアフターパージを行って下さい。
　⒝メンテナンス・停電等、何らかの理由でブロアを止めた場合、復帰後は炉温が下がるまで確実にブロアを運転して
下さい。

　⒞その他の場合でもバーナ保護のため、バーナ及び補機類の耐熱温度以下となるまではブロアを止めないで下さい。
⑽本バーナを使用される場合の燃焼設備の安全設計については、社団法人日本ガス協会から発行されています最新の「工
業用ガス燃焼設備の安全技術指標」に従っていただきますようお願いします。
⑾使用条件によっては、販売しかねる器種がありますので、販売者に確認いただきますようお願いします。
⑿バーナの試運転・保守等は、原則お客さまご自身で行っていただきますようお願いします。

使用上の注意点

バーナ取扱い上の注意点

①炉内壁面とバーナタイル前面は同一レベルに合わせて設置して下さい。
②炎検知は紫外線光電管を使用して下さい。
　（フレームロッド方式では、ターンダウン比を大きく取ると検知しない場合があります。）
③定格以上の燃焼量では、リフト、不完全燃焼、平面炎の形成不可能な現象が起こるため、必ず定格燃焼量以下で運
転して下さい。
④ガスライン（バーナ直前）に必ずニードルバルブを組み込んで下さい。
　（ガスヘッド圧が比較的低いので操作性を向上させるため。）
⑤１つのコントローラで、マルチバーナを制御する場合、エア、ガスの偏流を起こさないように配管設計をすること。
⑥メインバーナへ直接電気点火をする場合は、ガス量を最小流量に設定し、点火確認後、除々にガス量を増加させる。
⑦点火トランスは6kV以上、100VA以上の容量のものを使用すること。
⑧ターンダウンを大きくとって使用する場合は、プレミックスエア配管を行なうこと。
⑨紫外線光電管には冷却エアを流すこと。
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おもな用途

・鋼の焼入れ、焼戻し
・鋼の鍛造加熱
・銅合金、アルミ合金の焼鈍し
・低融点金属の溶解


